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● 各消費生活センターの相談窓口 ●


福岡県　　０９２－６３２－０９９９（日曜日も電話相談可）


福岡市　　０９２－７８１－０９９９（第２・第４土曜日も電話相談可）


北九州市　０９３－８６１－０９９９（土曜日も相談可）


＊「消費者ホットライン」０５７０－０６４－３７０


（あなたの地域の消費生活センターにつながります。）





　★ネット通販の落とし穴


～そのブランド商品、ホンモノ？ニセモノ？～ ･･･福岡県消費生活センター





第１号　2013年8月





消費生活トラブル注意報 !!





（アドバイス）


◆インターネットで海外ブランド名を検索すると、多数のインターネット通販業者が表示されますが、販売業者の信用性はわかりません。消費生活センターには、通販サイトで商品を注文したところ、「届いた商品が模倣品のようだ」「代金を支払ったのに商品が届かない」といった相談が多く寄せられています。


◆事例のように、サイトは日本語で書かれていても、実際の運営者は海外の販売業者である場合もあります。不自然な日本語で書かれているときなどは注意が必要です。


◆通信販売の広告表示には、特定商取引法上の記載事項が定められています。販売業者の所在地、電話番号、商品到着までの期間、返品条件などが記載されているかどうかしっかり確認しましょう。申込み時の確認画面や広告表示をプリントアウトしておくと、後のトラブルの時に参考になります。


◆また、極端に値引きされている場合は、模倣品の可能性があります。ほとんどの人が最初は「どうしてこんなに安いのか？」と不審に思いますが、ネットの写真などを見て信用してしまうようです。ニセモノをつかまされ、クレームを入れると、「商品を送りかえしてくれればホンモノを送ります」などと言われる場合もありますが、ホンモノが送られてくることはまずありません。安さにつられないようにしましょう。


◆被害にあうと、被害回復は困難なケースも少なくありません。契約は慎重に検討し、少しでも不審点があれば、最寄りの消費生活センターに相談しましょう。





　（相談事例）


人気の海外ブランドのスニーカーをネットで検索し、ヒットしたホームページから購入した。商品は届いたが、全く別の商品だったので、業者に事情を確認したいと思い、ホームページを確認すると、連絡先の電話番号の表記がなかった。


メールは交換していたので、メールで苦情を伝えたら、最初はメーカーから直送するように手配中と言っていたが、１週間しても何も届かず、届かないと再度メールすると、商品は違うが使えば良いという返信が届いて、そのまま連絡がとれなくなってしまった。


振り込んだ口座は日本の銀行の口座だったが、名義は外国人と思われる名前だった。相手のメールしかわからない。








